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はじめに

本レポートは、Perplexity AIが2025年10月30日に発表した新しいAI特許検索ツール

「Perplexity Patents」について、その概要、技術的特徴、市場への影響、そして将来の展望を

包括的に分析するものである。分析にあたっては、公式発表資料である「Perplexity Patents の

ご紹介」[1]、および複数の第三者による報道記事や専門家のレビューを基に、多角的な視点か

ら考察を行った。

1. Perplexity Patentsの概要
Perplexity Patentsは、「世界初のAI特許調査エージェント」と銘打たれ、自然言語による対話

形式で高度な特許調査を可能にするツールである[2]。その目的は、これまで専門家や資金力の

ある大企業に限られていたIPインテリジェンスへのアクセスを民主化し、エンジニア、研究

者、学生、スタートアップなど、あらゆる人々がイノベーションの恩恵を受けられるようにす

ることにある。

現在、本ツールはベータ版として全世界に無料で公開されており、基本的な検索機能は誰でも

利用可能である。ProおよびMaxサブスクリプションのユーザーには、より高度なモデル設定や

利用枠の拡大といった追加機能が提供される[1]。

項目 内容

名称 Perplexity Patents

開発元 Perplexity AI

リリース日 2025年10月30日

提供形態 ベータ版

料金体系 無料（Pro/Maxユーザー向け追加機能あり）

対象ユーザー
エンジニア、研究者、特許実務家、ビジネスリー

ダー、中小企業、学生など

2. 技術的特徴と従来手法との比較



Perplexity Patentsの革新性は、従来のキーワードベースの特許検索が抱える根本的な課題を、

最先端のAI技術によって克服した点にある。

2.1. 自然言語によるセマンティック検索

従来の特許検索では、国際特許分類（IPC）やFタームといった専門的な分類体系の知識、そし

て複雑な検索式を組み立てる高度なスキルが不可欠であった[3]。これに対し、Perplexity 

Patentsは自然言語による質問を受け付け、その意図を理解して検索を実行する。

このセマンティック検索能力により、ユーザーは専門知識なしに包括的な調査を行うことがで

き、キーワードの完全一致に依存する従来手法では見逃されがちだった重要な先行技術を発見

する可能性が高まる。

2.2. エージェント型AIアーキテクチャ

本ツールの核となるのは、自律的に調査タスクを遂行するエージェント型AIである。このアー

キテクチャは、PYMNTSの記事で「受動的な検索から能動的な推論への移行」と評されている

ように、人間の専門家が調査を行うプロセスを模倣している[4]。

1. タスク分解: ユーザーからの複雑な質問を、具体的なサブタスクに分解する。

2. 反復的調査: 専門的に構築された特許知識インデックスを用いて各サブタスクを実行し、中

間結果を評価・洗練させる。

3. 統合と回答: 最終的な調査結果を統合し、数十から数百の関連資料を引用しながら、包括的

な回答を生成する。

この対話的かつ反復的なプロセスにより、ユーザーは調査を深め、予期せぬ発見を得ることが

可能になる。

3. 多様な情報源の活用とその重要性
Perplexity Patentsのもう一つの重要な特徴は、その調査範囲が特許文献に限定されない点であ

る。真のイノベーションは単一の形式に留まらないという認識に基づき、本ツールは必要に応

じて以下の情報源も調査対象に含める[1]。

• 学術論文: 特許出願前の基礎研究や最新の研究成果を把握する。

• 公開ソフトウェアリポジトリ: GitHubなどに存在する先行技術を発見する。

• その他: 技術ブログ、カンファレンス資料など、新しいアイデアが最初に現れる可能性のあ

るあらゆる情報源。

例えば、「フィットネストラッカー」という用語で検索した場合、従来のシステムではその文

字列を含む特許しか見つけられない。しかし、Perplexity Patentsは「アクティビティバン

ド」や「健康モニタリングウェアラブル」といった意味的に関連する用語を含む特許も自動

的に検索対象に含める[1]。



特許法における「先行技術」は、特許文献だけでなく公知のあらゆる情報を含むため、この包

括的な調査能力は極めて重要である。これにより、ユーザーは技術トレンドの全体像をより正

確に把握し、特許の有効性や新規性をより厳密に評価することが可能になる。

4. ユーザーにもたらされる具体的な利点
Perplexity Patentsは、様々な立場のユーザーに対して、具体的かつ大きな利点をもたらす。

• エンジニアと研究者: 開発初期段階での迅速な先行技術調査が可能となり、研究開発の方向

性を効率的に決定できる。

• 特許実務家: 調査業務の時間を大幅に短縮し、より高度な分析や戦略立案に注力できる[5]。

• 中小企業・スタートアップ: これまで高額なコストが障壁となっていた本格的な特許調査を

無料で実施でき、特許侵害リスクを低減しながらイノベーションに挑戦できる[3]。

• グローバル企業: 米国、欧州、中国などを含む世界68の主要な特許庁のデータベースを横断

的に検索でき、グローバルな知財戦略の立案が容易になる[6]。

5. 市場への影響と将来の展望
Perplexity Patentsの登場は、特許調査の分野、ひいてはイノベーションエコシステム全体に大

きな影響を与える可能性がある。

5.1. 特許調査分野への影響

本ツールは、特許調査の民主化を加速させるだろう。専門知識や高額な費用を必要とせずに誰

もが高度な調査を行えるようになることで、イノベーションの裾野が広がり、より多様なプレ

イヤーが市場に参入することが期待される。一方で、従来の特許調査サービスを提供してきた

企業のビジネスモデルには変革が迫られる可能性がある。

5.2. 競合との比較

AIを活用した特許検索ツール市場には、PQAI（オープンソース）やPatSnap（商用）など、す

でに多数のプレイヤーが存在する[7]。しかし、Perplexity Patentsは、そのエージェント型アー

キテクチャ、会話型インターフェース、そして多様な情報源を統合する能力において、明確な

差別化を図っている。また、世界的に評価の高いPerplexityブランドと、ベータ期間中の無料提

供という戦略も、大きな強みとなるだろう。

5.3. 将来の展望

Bloomberg Lawの報道によれば、リリース直後からユーザーからは機能拡張を望む声が多数寄

せられており、開発チームはすでに対応を検討している[8]。将来的には、以下のような機能の

実装が期待される。



• 特許ポートフォリオ分析や技術トレンドの可視化といった高度な分析機能
• 特許図面の画像検索
• AIによる特許評価や特許起草支援

長期的には、AI技術のさらなる進化に伴い、特許調査の完全自動化や、特許実務家とAIの協働

といった、より根本的な変革が進むと予想される。

6. 結論
Perplexity Patentsは、単なる新しい検索ツールではなく、特許情報の利用方法を根本から変

え、イノベーションのプロセスを民主化する可能性を秘めた画期的なプラットフォームであ

る。その自然言語インターフェースとエージェント型AIアーキテクチャは、専門家と非専門家

の間の壁を取り払い、誰もが知財情報にアクセスし、活用できる未来を提示している。

もちろん、AIが生成する情報の信頼性の検証や、機密情報の取り扱いといった課題は残る。し

かし、これらの課題に適切に対処しつつ本ツールを活用することで、企業や個人は競争優位性

を高め、より迅速かつ効果的にイノベーションを創出することが可能になるだろう。

Perplexity Patentsは、特許調査の未来、そしてイノベーションの未来を形作る上で、中心的な

役割を果たしていくことが期待される。
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